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一
九
八
〇
年
三
月
当
時
の
在
ソ
連
日
本
国
大
使
館
に
お
け
る
大
使
館
員
の
行
動
に
係
る
内
規
等
に
関
す
る
第
三

回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
二
三
六
号
）
及
び
「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
二
〇
〇
号
）
を
踏

ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

前
回
質
問
主
意
書
で
、
一
般
に
、
外
務
省
に
お
け
る
内
規
に
関
す
る
書
類
は
、
当
該
内
規
が
廃
止
さ
れ
た
後
何
年
間
保
管

さ
れ
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
一
般
に
、
外
務
省
に
お
け
る
内
規
に
関
す
る
書
類
は
、
他
の
様
々

な
文
書
と
同
様
に
、
事
案
に
応
じ
て
作
成
又
は
取
得
し
て
か
ら
三
十
年
を
上
限
と
し
て
保
管
さ
れ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ

れ
て
い
る
。
右
答
弁
に
は
「
三
十
年
を
上
限
と
し
て
」
と
あ
る
が
、
外
務
省
に
お
け
る
内
規
に
関
す
る
書
類
が
廃
棄
さ
れ
る

時
期
は
、
具
体
的
に
ど
の
様
な
検
討
が
な
さ
れ
て
決
め
ら
れ
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

二

前
々
回
質
問
主
意
書
で
、
一
九
八
〇
年
当
時
、
在
ソ
連
日
本
国
大
使
館
に
お
い
て
は
、
大
使
館
員
が
ソ
連
国
内
を
行
動
す

る
際
は
、
単
独
で
は
な
く
必
ず
二
人
以
上
で
行
動
す
る
様
義
務
付
け
る
内
規
（
以
下
、
「
内
規
」
と
い
う
。
）
が
あ
っ
た
と

承
知
す
る
が
、
「
内
規
」
は
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
存
在
し
た
か
、
「
内
規
」
に
違
反
し
た
者
に
対
す
る
罰
則
は
、
当
時
設
け

ら
れ
て
い
た
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
は
「
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
記
録
が
残
っ
て
お
ら
ず
、

一



お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
前
回
質
問
主
意
書
で
、
右
は
「
内
規
」
を
記
録
し
た

書
類
が
一
切
残
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指

摘
の
時
期
か
ら
既
に
相
当
の
年
月
が
経
過
し
て
お
り
、
外
務
省
に
お
い
て
保
管
し
て
い
る
文
書
か
ら
は
確
認
で
き
ず
、
お
答

え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
、
現
在
内
閣
官
房
副
長
官
の

任
に
就
い
て
い
る
漆
間
巌
氏
は
か
つ
て
一
等
書
記
官
と
し
て
「
大
使
館
」
に
赴
任
し
て
い
た
時
期
に
、
当
時
の
漆
間
一
等
書

記
官
に
対
し
て
も
「
内
規
」
は
適
用
さ
れ
て
い
た
か
と
の
問
い
に
対
し
て
「
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
記
録
が
残
っ
て

お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
前
回
質
問
主
意
書
で
、
外

務
省
は
漆
間
副
長
官
本
人
に
直
接
確
認
を
取
っ
て
い
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
お
尋
ね
に
つ
い
て

は
、
御
指
摘
の
者
に
確
認
を
行
っ
た
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
の
漆
間
副
長
官
に
対
す
る
確
認
（
以
下
、
「
確

認
」
と
い
う
。
）
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
具
体
的
日
時
、
場
所
、
並
び
に
そ
れ
を
行
っ

た
者
の
官
職
氏
名
を
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

「
確
認
」
を
記
録
し
た
文
書
は
作
成
さ
れ
て
い
る
か
。
い
る
の
な
ら
、
当
該
文
書
は
政
府
部
内
の
ど
こ
で
保
管
さ
れ
て
い

る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

二



四

「
確
認
」
に
対
す
る
漆
間
副
長
官
の
回
答
は
ど
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
か
説
明
さ
れ
た
い
。

五

漆
間
副
長
官
の
回
答
は
、
本
年
三
月
十
九
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
二
〇
一
号
）
で

「
一
般
に
、
内
閣
官
房
副
長
官
は
誠
実
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
様
に
、
内
閣

官
房
副
長
官
足
り
得
る
誠
実
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
漆
間
副
長
官
の
回
答
は
、
同
じ
く
右
の
答
弁
書
で
「
い
つ
わ
り

の
な
い
こ
と
、
ま
た
、
率
直
な
こ
と
（
出
典

広
辞
苑
）
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
定
義
付
け
さ
れ
て
い

る
、
正
直
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

六

前
回
質
問
主
意
書
で
、
漆
間
副
長
官
は
、
「
内
規
」
の
存
在
を
記
憶
し
て
い
る
か
、
漆
間
副
長
官
は
、
本
年
一
月
三
十

日
、
講
談
社
よ
り
発
行
さ
れ
た
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
秘
匿
捜
査
』
と
い
う
著
書
（
以
下
、
「
著
書
」
と
い
う
。
）
の
七
十
一
頁

と
七
十
三
頁
に
記
述
さ
れ
て
い
る
様
に
、
「
毒
ウ
ォ
ッ
カ
事
件
」
の
調
査
の
た
め
、
単
身
で
事
件
の
現
場
に
足
を
運
ん
だ
こ

と
を
記
憶
し
て
い
る
か
、
漆
間
副
長
官
が
「
内
規
」
の
存
在
並
び
に
「
著
書
」
に
あ
る
様
に
「
毒
ウ
ォ
ッ
カ
事
件
」
の
調
査

の
た
め
、
単
身
で
事
件
の
現
場
に
足
を
運
ん
だ
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
当
時
と
し
て
「
内
規
」
に
違
反
す

る
行
動
を
と
っ
た
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
が
、
漆
間
副
長
官
は
、
当
時
そ
の
様
な
認
識
を
有
し
て
い
た
か
と
問
う
た
と
こ

ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
情
報
収
集
活
動
を
含
む
大
使
館
員
の
館
外
で
の
活
動
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ

三



る
こ
と
は
、
今
後
の
情
報
収
集
等
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。
」
と
の
答

弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
当
方
が
問
う
て
い
る
「
内
規
」
は
、
ソ
連
邦
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
ソ
連
邦
が
崩
壊
し
て
既
に
十
八

年
の
年
月
が
経
過
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
尚
、
「
内
規
」
が
あ
っ
た
か
否
か
、
ま
た
漆
間
副
長
官
が
「
著
書
」
の
七
十
一
頁

と
七
十
三
頁
に
あ
る
様
な
行
動
を
と
っ
た
か
否
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
右
答
弁
に
あ
る
様
に
「
今
後
の
情
報
収
集
等

に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
外
務
省
が
認
識
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

七

漆
間
副
長
官
は
「
内
規
」
が
あ
っ
た
か
否
か
、
ま
た
「
著
書
」
の
七
十
一
頁
と
七
十
三
頁
に
あ
る
様
な
行
動
を
と
っ
た
か

否
か
に
つ
い
て
、
確
た
る
記
憶
を
有
し
て
い
る
か
。
漆
間
副
長
官
本
人
に
よ
る
答
弁
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

四


